
卽部ఐ৾匚 イノベーションシステム整備事業 地ୠイノベーション勛റ匣ରプログラム 

「電気と熱の地産地消型スマートグリッドシステムの開発」キックオフフォーラム 
 

日ৎ：匊成２ڰফ２া１ڬ日（স）１عڬڬ：ڰ 

場所：コラボしが２１ 大会議室（〒520-0806 滋賀県大津市打出浜 2 番 1 号） 

参加者総数：フォーラム 約 200 名／卦及会 約 80 名 

 
 

第一部：フォーラム 

○挨拶 

         
 

 

○研究計画説明  プロジェクトデॕঞクॱー：滋賀県য়大৾ 教授 安田 昌司  

○研究概要説明  研究代表：滋賀県য়大৾ 教授 山根 浩二 ／ য়୵ை大৾  教授 高倉 ೢষ 

 

第二部：卌୛講演 

○基調講演 「再生可能エネルギーの現状と技術開発動向」 

       日経ＢＰ社 日経অジネスౢౣ厦শ（৐日経エコロジーౣ厦শ） 中村 建助 氏 

○特別講演１「川崎重工の次世代エネルギーシステムへの取組み状況と今後の展開」 

 川崎重工業株式会社 インフラ市場勛റ௓勺室 プロジェクトチームリーダー 奥 康成 氏 

○特別講演２「自൅ীങ型ঔデルप自ேエネルギーम厧要ऊع 自己完結型エネルギーと産業デバイスの終焉 ع」 

       慧通信技術工業株式会社 代表取締役 粟田 隆央 氏 
勢催：滋賀県য়大৾ য়୵ை大৾ 滋賀県 ／ 共催：滋賀県環境産業創造会議 

文部科学省 

奥村 展三 文部科学副大臣 

滋賀県 

嘉田 由紀子 知事 

滋賀県立大学 

曽我 直弘 理事長(学長） 


